
 
 

 

 

   

  厳しい寒さの中にも時折春を思わせる暖かい日があり、今年の冬も少しずつ春に近付いているようです。

緊急事態宣言下ではありますが、常に感染症予防に心がけながら、学校生活が充実したものとなるよう、

日々、取り組んでいるところです。 

  さて、２月は高校入試が本格的に始まる月です。義務教育９年間の総和といわれる進路実現を、果たすと

きがやってきました。本校では、２月６日を皮切りに、10日から府内の私立高校入試が行われ、翌週の16

日には公立高校の前期入試が行われました。公立高校の中期入試は、３月８日に実施されます。入試に向

けて、３年生は受検勉強や面接への備えなど、日々精一杯に取り組み、今も、中期入試に向けて頑張ってい

ます。すでに進路希望を実現した生徒もいますが、入試は団体戦です。クラスの仲間全員の進路希望の実

現を目指して、お互いに励まし合いながら頑張っているところです。 

  このような入試シーズンですが、入試が始まる少し前に、１年を通して取り組んでいるブロック活動の一環

で、ブロックごとでの進路に関する取組を行いました。その中で、３年生は受験に挑む決意を表明し、希望実

現への気持ちを高め、１・２年生は、３年生の姿から自分を見つめ直し、進路への意識や日々の学習への意

欲を高めることができました。そして、今年度も生徒昇降口に設置している「ありがとうの樹」は、後輩から先

輩への合格を祈るメッセージや応援メッセージの花を咲かせています。このような後輩からの声援を背に、３

年生も自信を持って頑張っています。公立高校の中期入試でも、持ちうる力の全てを発揮し、目標を実現し

てください。 

  ところで、保護者の皆様には既にご案内しておりますが、GIGAスクール構想により、南丹市では、この２

月より生徒一人ひとりに、それぞれ１台ずつのタブレットが配備されました。本校でも、すでに配備され、活

用が始まりつつあります。次年度から、完全実施となる新学習指導要領が重視する、「主体的、対話的、深

い学び」を実現するため、生徒一人ひとりの学び方をより充実させるツールとして、積極的に活用していきた

いと思っています。 

  いよいよ年度末が近づいてきます。保護者の皆様、地域の皆様には大変お世話になりました。また、今年

から学校運営協議会を設置し、コミュニティ・ースクールとしてスタートしました。その中で協議していただい

たこと、「熟議」で出された意見を少しずつでも実現し、地域とともにある学校づくりを充実させたいと考え

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

校長  藤田 恒久 

 

発行日 令和３年２月２６日（金） 

発 行 南丹市立殿田中学校 

進路実現と新たな学びのスタイル 

 

ＧＩＧＡスクール構想  ～ 一人一台のタブレットが配備されました ～  
 南丹市立小・中学校では、新しい時代に必要となる資質や能力の習得をめざし、ＩＣＴの導入を進めてい

ます。そのためのツールとして、２月に、学習用タブレット端末が一人ひとりに貸与されました。普段は教室

に学年ごとに保管し、必要なときにすぐに使えるようにしています。早速、授業で活用しています。 

   

  



◆挨拶強化週間◆   

 

 

ブロック集会「進路実現に向けて」  
 ２月３日（水）は「特活の日」を持ちました。今回は「進路実現に向けて」というテーマでブロック

集会を行いました。集会では、3年生は進路実現に向けて頑張っていることや受験を前にして思うこと

を話し、受験に臨む決意表明をしました。１・２年生は進路実現に挑む3年生の姿や話から自分を見つ

直しました。また、将来の夢や進路希望の決め方、勉強の方法ついての質問も出され、お互いが進路に

ついて考えを深める貴重な時間となりました。その後、１・２年生は３年生にメッ

セージを送りました。 
集会の後、後輩から先輩へ

メッセージを書き、「ありがとう

の樹」に張り出しました。 

一人ひとり、だるまにメッ

セージを書きました。 

 

「進路学習発表会」 ――２年 総合的な学習の時間――  ２月25日 

  ２年生は「進路学習」に取り組んでいます。3年生への進級を目前にし、近隣の高等学校やその学科の方針・

特徴、部活動などについて調べ、高等学校についての知識を広げることを目的としています。そして、２月２５日

は学習のまとめとして発表会を行い、発表会を通して、各自で調べたことを学年で共有しました。興味を持った

部活動の競技のこ

とをさらに深く調

べた発表もありま

した。 

今後の  

予定 


